
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆会長の時間        会長 長谷川 修身 君 

  本日の会長の時間は、上杉

鷹山の感染症対策について

日本文化研究センターの磯

田道史氏が書いた江戸の「生

活・医療支援」を参考にしな

がら述べます。 

文献によると、江戸時代に

も感染症防止策として「遠

慮」と言われる自粛がありま

した。ただその目的は、「殿

様(藩主)に感染させないため」のもので幕府も将軍の身

体を守るため法定伝染病の制度を設けていました。「天然

痘」の流行時には幼い将軍・家綱が感染してしまい江戸の

街は経済活動が低下する自粛状態となり「江戸町中にて

売買少なく見える」と商人の回想録が残っています。そん

な中でも岩田藩は感染症に対して徹底した隔離政策をと

り歴代の殿様は天然痘にり患せず、また隔離による生活

者の面倒は領主が負担していたそうです。他藩では、藩主

が外出する際には町中の感染者情報を取り寄せ患者の位

置を確認し徹底した「ゾーニング」を実施しているところ

もあったそうです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それに対して上杉鷹山は「自粛」「隔離政策」に異を唱

える行動をします。藩士の家族に天然痘のり患者が増え

る中「家族に感染の者がいても出仕を遠慮しなくてもよ

い」と命じます。これは鷹山が無知だった訳でなく「藩主

一人の身体保護の為に役所の機能をとめない」という意

思表示だったと磯田氏はのべています。感染症の流行は

非常事態です。しかも飢饉と重なることも多くそういう

状況で役所の機能をスットプさせてはいけないという米

沢藩の政策は、最先端の医学書を集めるほど研究熱心で

また老農婦でも長い手紙が書けるくらい教育に力をいれ

ていたそうです。それだけでなく鷹山は、次から次へと患

者支援を実行していきます。「生活困窮者の洗い出し」を

勧め一律の定額支給でなく本当に困っている人に支援を

届けようとしました。江戸からは天然痘専門医を呼び寄

せ庶民には医療の無料支援をほどこしています。この時

鷹山は「御国民療治」という言い方をしています。 

しかしながらこれだけてをつくしたにもかかわらず、

多くの領民が死んだのを悔やみ、「去年天然痘流行、国民

夭折につき年始ご儀式を略殺す」と正月の祝賀をやめま

した。「江戸の名君」と呼ばれるような為政者は、これほ

どの気持ちをもっていたわけです。 

 皆さんもご存知の通り鷹山公の実兄は種茂公です。種

茂公も名君と知られ藩校明林堂を創設し武士だけでなく

民、百姓に対しても開き「教育の高鍋藩」の基礎を築いた。 
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第 2730地区ガバナー      風呂井   敬 

中部グループガバナー補佐    金 丸 憲 史 

同   副補佐  日 高     均 

高鍋ロータリークラブテーマ 

    『高鍋 RCブランドの確立を目指そう！』 

RI会長テーマ 『ロータリーは機会の扉を開く』 

第 2730地区テーマ 『不昜流行・ロータリーの 

基本を堅持し、変化に適応するクラブを』 

10月の月間テーマ  

     経済と地域社会の発展月間・米山月間 

７．ＢＯＸ披露 

８．各委員会報告 

９．観月会 

10．点   鐘 

11． 

 

１．点  鐘  

２．ロータリーソング  

  君が代・奉仕の理想 

３．ビジター・ゲスト紹介  

４．会長の時間 

５．幹事報告 

６．出席報告 

 

本日の例会案内  ＜中秋の名月＞ 

 ＊夜間例会   点鐘 18：30 

＊観月会＆新入会員歓迎会＆卒寿お祝い 

          場所＝花いちもんめ 

 

 

 

 

次回例会案内；10月 8日（2133回） 

 ＊月初めのセレモニー   ＊血圧測定 

 ＊雑誌紹介    ＊会員卓話―緒方隆憲君 

 ＊米山ランチ BOX   ＊例会終了後理事会 

第 2131 回例会内容（9/24）

回 例 会 内 容(7/9) 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 



 また日本で初めて子ども手当を支給するなど児童福祉

にも力を入れた。もし、種茂公と鷹山公が入れ替わってい

ても米沢藩の改革に成功し日本の歴史に残ったのではな

いだろうか。また江戸時代には隠れた名君が多数いたよ

うに思います。それで江戸幕府は 270 年も続いたのでは

ないでしょうか。 

 

☆幹事報告        副幹事 石田 喜克 君 

＜文書案内＞ 

＊会長・幹事・会長エレクト 

 懇談会の開催と例会訪問 

について 

 日時 11月26日（木） 

11：15～12：15 

＊地区ロータリー財団部門 

 よりZoomミーティングの 

 招待状（財団セミナー＆補 

助金管理セミナー） 

日時 10月3日（土）13：30～16：30 

＊台北国際大会～分科会提案書の件＆募集要項の件 

 

 

☆新入会員卓話           中島 幸浩 君 

九州グループの法的分離に伴う 

  一般送配電事業の分社について 

九州電力 

 電気契約に関する問い合せ 

 ・お引越し 

 ・アンペア（契約容量） 

 ・料金メニューの見直し 

 ・支払方法 

 省エネ、オール電化の相談 

 その他 

九州電力送配電 

 停電に関する問い合わせ 

 電気設備に関する問い合わせ 

 ・電柱について   ・引込み線について 

 ・計量器について  ・送電線路について 

 ・変電所について  ・線下用地について 

 

          

   

会員卓話 川上幸子君      橋口清和君 

 

☆ＢＯＸ披露    親睦活動副委員長 関 康仁 君 

＜ニコニコ・財団・米山ＢＯＸ＞ 

【長谷川修身君】中島君、川上君 

本日の卓話宜しくお願いし 

ます。楽しみにしています。 

緒方郁男君出席有難うござ 

います。 

【藤本範行君】今日は二人の卓話 

が楽しみです。 

明日は妻の誕生日。福岡君いつものきれいな花束を 

お願いしますね。 

 

☆出席報告       出席委員 中島 幸浩 君 

 

 

出席状況（9/24） 

会  員  数 38名 

出 席 会 員 数 30名 

ホーム出席率 83.33％ 

修正出席率   ％ 

 

 

 

  
        ソング曲 

 

 

 

 10月の例会案内 

 10/ 1 夜間例会＆観月会＆新入会員歓迎会＆卒寿祝 

 10/ 8 血圧測定・月初めのセレモニー・雑誌紹介 

会員卓話・米山ランチ BOX・理事会 

 10/15 米山・財団卓話・プログラム委員会 

 10/22 外部卓話＝高鍋警察署長 上平賢一様 

 10/29 会員卓話・100万ドル BOX 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ピアノ演奏 森幸子さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


